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みんながチャレンジ 明日に向かって 本気で GO！ 
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前期後半、元気に笑顔でスタートしました 
 

副校長 武士 雅子 

長かった夏休みが終わりました。久しぶりに本郷小学校に子ども

たちの明るい声がもどり、学校中が元気に満ちあふれているように

感じます。保護者の皆様、地域の皆様、夏休み中は本郷小の子ども

たちを大切に健やかに育んでくださり、ありがとうございました。 

今年の夏休みを皆様いかが過ごされたでしょうか？引き続きの

新型コロナ感染症の流行の影響もあり、思うような行動ができなか

ったこともあるかもしれません。そんな夏休みでも、子どもたちは何らかの発見や喜びを感じ、新しい

力を身に付けて学校に戻ってきてくれたと思います。子どもたちから夏休み中の話を聞くのがとても楽

しみです。 

私事ですが、私には小学生を含む３人の子どもがいます。夏休み期間、いつもよりも比較的長い時間

を自分の子どもと過ごすことが多くなりました。するとどうしてもわが子の行動や言動が気にかかり、

「物を片付けて！」や「ケンカをしない！」などの小言を言うことが多くなってしまいました。 

そんな時に、どんよりした雰囲気を変えるために、思い切って一日親子の立場を交換してみることに

しました。すると、子どもたちなりに協力して家事を行う姿がみられ、自分が思っていた以上に子ども

たちが成長していたことに気付くことができました。それと同時に、親心としての心配から発せられる

「〇〇したの？」の言葉が重なったときに、受け取る側の子どもは焦るの

だなという気持ちを感じることもできました。 

今回、この体験を通し、親として「待ち、信じること」を少し学んだ気が

します。本郷小学校の子どもたちも、今しかできない経験や、今しか感じら

れない感情から、これからも様々な学びを日々行っていくことでしょう。

そんな子どもたちに寄り添い、時には頼り、共に楽しみながら笑顔で日々

を過ごしていきたいと考えます。 

ご家庭や地域の皆様には、続けてのご支援、ご協力をお願いいたします。 

たわわに実ったミニトマト 


